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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、血小板のα顆粒および内皮細胞のヴァイベル・パラード小体に貯蔵される140 kDaのタンパク質をコードしています。このタンパク質は、血小板の活性化および脱顆粒中に細胞膜へ再分布し、活性化内皮細胞または血小板と白血球との相互作用を媒介します。この膜タンパク質はカルシウム依存性受容体であり、好中球および単球上のシアリル化されたルイス血液型糖鎖抗原に結合します。選択的スプライスバリアントが存在する可能性がありますが、十分には報告されていません。
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	CD62P マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

